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萩原 義雄

身体語彙＜目・耳・鼻・口・顔・手･足＞

1、 め【目】

めをみたまふ【目を見給ふ】されど、父が生学生(なまがくしやう)に使はれたいまつりて、「下藹(げらふ)なれども都ほとり」と言ふことなれば、目を見たまへて、産衣(うぶぎぬ)に書き置きてはべりける、いまだはべり。〔『大鏡』序〕

ひとめにあらはる【人目に現る】重木『しかしか、いと興(きよう)あることなり。いで覚えたまへ。時々、さるべきことのさしいらへ、重木もうち覚えはべらむかし』と言ひて、言はむ言はむと思へる気色(けしき)ども、いつしか聞かまほしく、おくゆかしき心地(ここち)するに、そこらの人多かりしかど、ものはかばかしく耳とどむるもあらめど、人目にあらはれて、この侍(さぶらひ)ぞ、よく聞かむと、あどうつめりし。世継が言ふやう。〔『大鏡』３〕
めにはみえぬ【目には見えぬ】「且(かつがつ)、式神一人内裏(だいり)にまゐれ」と申しければ、目には見えぬものの、戸をおしあけて、御後(うしろ)をや見まゐらせけむ、「ただ今、これより過ぎさせおはしますめり」といらへけりとかや。その家、土御門町口(まちぐち)なれば、御道なりけり。〔『大鏡』19〕
2、 みみ【耳】

みみをとどむ【耳を止む】「重木『しかしか、いと興(きよう)あることなり。いで覚えたまへ。時々、さるべきことのさしいらへ、重木もうち覚えはべらむかし』と言ひて、言はむ言はむと思へる気色(けしき)ども、いつしか聞かまほしく、おくゆかしき心地(ここち)するに、そこらの人多かりしかど、ものはかばかしく耳とどむるもあらめど、人目にあらはれて、この侍(さぶらひ)ぞ、よく聞かむと、あどうつめりし。」〔『大鏡』３〕

3、 はな【鼻】

思ふに夜(よる)のことなりけむかし。こと殿(との)ばらの御ことよりも、この殿の御こと申すは、かたじけなくもあはれにもはべるかな』とて、音(こゑ)うちかはりて、鼻度々(たびたび)うちかむめり。〔『大鏡』50〕
4、 くち【口】

くちをあく【口を開く】帝をもつねにふすべまうさせたまひて、いかなることのありける折にか、ようさりわたらせおはしましたりけるを、御格子(みかうし)を叩(たた)かせたまひけれど、あけさせたまはざりければ、叩きわづらはせたまひて、「女房に、『などあけぬぞ』と問へ」と、なにがしのぬしの、童殿上(わらはてんじやう)したるが御供(とも)なるに仰(おほ)せられければ、あきたる所やあると、ここかしこ見たうびけれど、さるべき方は皆たてられて、細殿(ほそどの)の口のみあきたるに、人のけはひしければ、寄れてかくとのたうびければ、いらへはともかくもせで、いみじう笑ひければ、まゐれて、ありつるやうを奏しければ、帝もうち笑はせたまひて、「例(れい)のことななり」と仰(おほ)せられてぞ、帰りわたらせおはしましける。〔『大鏡』〕

くちよりいづ【口より出づ】帝(みかど)、よろづの政(まつりごと)をば聞(きこ)えさせ合(あは)せてせさせたまひけるに、人のため嘆きとあるべきことをば直(なほ)させたまふ、よろこびとなりぬべきことをばそそのかし申させたまひ、おのづからおほやけ聞し召してあしかりぬべきことなど人の申すをば、御口(くち)より出(いだ)させたまはず。〔『大鏡』75〕

くちにのる【口に乗る】その女御殿(にようごどの)には、道信(みちのぶ)の中将の君も御消息(せうそこ)聞えたまひけるに、それはさもなくて、かの大臣(おとゞ)に具(ぐ)したまひければ、中将の申したまふぞかし、「憂(う)きは身にしむ心地(ここち)こそすれ」とは、今に人の口にのりたる秀歌(しうか)にて侍(はべ)めり。〔『大鏡』76〕

くちにのる【口に乗る】さすがに、あそばしたる和歌は、いづれも人の口にのらぬなく、優(いう)にこそうけたまはれな。〔『大鏡』93〕
くちにのる【口に乗る】ものけたまはる口に乗るべしと思はれけるが、しりに押し下されたまへりけるとこそはうけたまはりしか。〔『大鏡』185〕

くちにつぶやく【口に呟く】常(つね)の御ことなれば、法華経、御口(くち)につぶやきて、紫檀(したん)の数珠(ずず)の、水精(すいせう)の装束(さうぞく)したる、ひき隠して持ちたまひける御用意などの、優(いう)にこそおはしましけれ。〔『大鏡』86〕

くちあぐ【口挙ぐ】年頃の袋の口あげ、綻びを裁ちはべりぬること。〔『大鏡』162〕

かく口ばかりさかしだちはべれど、下らふ(げらふ)のつたなきことは、いづれの御衣も、ほど経ぬれば、色どものつぶと忘れはべりにけるよ。〔『大鏡』161〕

くちずさむ【口ずさむ】一条院(いちでういん)の御時、臨時の祭の御前(おまへ)のこと果てて、上達部たちの物見(ものみ)に出でたまひしに、外記(げき)の隅(すみ)のほど過ぎさせたまふとて、わざとはなく、口ずさみのやうに謡はせたまひしが、なかなか優(いう)におぼえはべりし。〔『大鏡』174〕

今日は、ただ殿のめづらしう興(きよう)ありげに思(おぼ)して、あどをよくうたせたまふにはやされたてまつりて、かばかりも口あげそめて侍れば、なかなか残り多く、またまた申すべきことは、期(ご)もなく侍るを、もしまことに聞(きこ)し召(め)しはてまほしくは、駄一疋(だいつぴき)をたまはせよ。〔『大鏡』179〕

くちにのる【口に乗る】ものけたまはる口に乗るべしと思はれけるが、しりに押し下されたまへりけるとこそはうけたまはりしか。〔『大鏡』179〕

5、 かを【顔】

また、翁(おきな)が家(いへ)の女(をんな)どものもとなる櫛笥鏡(くしげかがみ)の、影見えがたく、とぐわきも知らず、うち挟(はさ)めて置きたるにならひて、あかく磨(みが)ける鏡に向ひて、わが身の顔を見るに、かつは影はづかしく、また、いとめづらしきにも似たまへりや。〔『大鏡』27〕
6、 て【手】

7、 あし【足】

8、 はら【腹】

はらふくる【腹膨る】「おぼしきこと言はぬは、げにぞ腹ふくるる心地(ここち)しける。」〔『大鏡』序〕
末に、宮仕人(みやづかへびと)を思(おぼ)しける腹に出でおはしたる男子は、法師にて、内供良円君(ないぐりやうゑんのきみ)とておはす。〔『大鏡』55〕
９、目＆耳
めにもみみみにもききあつむ【目にも見耳にも聞き集む】目にも見、耳にも聞き集めてはべるよろづのことの中に、ただ今の入道殿下の御有様(ありさま)、古(いにしへ)を聞き今を見はべるに、二もなく三もなく、ならびなく、はかりなくおはします。〔『大鏡』30〕
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